
［No.50］ 

2007年 

［１日.16日　月２回発行］ 

広報 

　
４
月
５
日
・
６
日
に
行
わ
れ
た
市
立

16
小
学
校
の
入
学
式
。
２
８
６
人
が
新
１
年
生
に
な
り
ま
し

た
。
う
ち
竜
森
小
学
校(

明
石
勝
美
校
長
、
児
童
数
11
人)

で
は
、
梅
原
琢
也
君
が
﹁
竜
の
子
﹂
の
仲
間

入
り
。
琢
也
君
は
、
上
級
生
た
ち
に
あ
た
た
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
、﹁
国
語
の
勉
強
を
頑
張
り
た

い
﹂、﹁
学
習
発
表
会
が
楽
し
み
﹂と
こ
れ
か
ら
始
ま
る
小
学
校
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

緊
張
。
で
も
期
待
が
い
っ
ぱ
い
！

市
立
16
小
学
校
で
入
学
式

1616
44
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《３月定例議会》 

行政報告 行政報告 行政報告 
【
都
市
計
画
課
関
係
】 

　
新
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
庁
内

検
討
委
員
会
及
び
策
定
委
員
会
を

数
回
開
催
し
な
が
ら
鋭
意
検
討
を

進
め
て
お
り
、
18
年
度
内
に
最
終

取
り
ま
と
め
の
予
定
で
す
。 

　
都
市
計
画
道
路
事
業
・
太
田
川

口
線
（
元
町
工
区
―
市
施
行
区
間
）

は
、
18
年
11
月
29
日
に
開
催
し
た

全
体
説
明
会
で
、
市
が
提
示
し
た

用
地
単
価
等
に
つ
い
て
地
権
者
の

同
意
を
得
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後

は
個
別
に
契
約
交
渉
を
進
め
て
お

り
ま
す
。 

　
鷹
巣
大
館
道
路(
日
沿
道)

に
係

る
工
事
用
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
２
月
９
日
に
地
権
者
全
体
説

明
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
経
過
及
び
今
後
の
予
定
を
説
明

し
な
が
ら
、
事
業
推
進
に
向
け
た

協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
住
生

活
基
本
計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
選
考

業
者
と
18
年
12
月
中
旬
に
業
務
委

託
契
約
を
締
結
し
、
19
年
11
月
完

成
予
定
で
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
意
見･

要
望
等
を
幅

広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
２
月
下

旬
に 

無
作
為
抽
出
し
た
市
民
３

０
０
０
人
と
市
営
住
宅
入
居
者
に

対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。 

【
建
設
課
関
係
】 

　
工
事
関
係
の
発
注
状
況
は
、
道

路
改
良
工
事
３
件
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
工
事
の
現
年
災
５
箇

所
を
発
注
し
て
お
り
ま
す
。 

　
除
雪
関
係
に
つ
い
て
は
、
暖
冬

小
雪
で
各
地
区
の
出
動
回
数
も
昨

年
の
豪
雪
に
比
べ
大
幅
に
減
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
伴
う
除
雪
経
費

は
、
１
月
31
日
現
在
で
２
億
６
千

万
円
の
予
算
に
対
し
て
９
千
万
円

の
支
出
と
な
っ
て
お
り
、
35
％
の

執
行
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
下
水
道
課
関
係
】 

　
公
共
下
水
道
事
業
に
お
け
る
工

事
の
発
注
状
況
は
、
鷹
巣
処
理
区

に
お
い
て
太
田
地
内
１
件
、
伊
勢

町
地
内
１
件
の
面
整
備
工
事
及
び

掛
泥
地
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

設
置
工
事
１
件
を
、
合
川
処
理
区

に
お
い
て
、
川
井
地
内
の
面
整
備

工
事
２
件
を
発
注
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
業
務
委
託
の
発
注
状
況
に

つ
い
て
は
、
鷹
巣
処
理
区
に
お
い

て
田
中
地
内
の
管
渠
詳
細
設
計
業

務
２
件
、
地
質
調
査
業
務
２
件
を

発
注
し
て
お
り
ま
す
。 

　
２
月
16
日
、
鷹
巣
都
市
計
画
下

水
道
及
び
合
川
都
市
計
画
下
水
道

の
排
水
区
域
の
変
更
を
、
北
秋
田

市
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
、

都
市
計
画
決
定
面
積
は
鷹
巣
都
市 

水

道

課

関

係

 

　
小
猿
部
統
合
簡
易
水
道
整
備
事

業
（
明
利
又
地
区
）
は
工
事
の
完

成
に
よ
り
、
明
利
又
水
源
を
廃
止

し
、
１
月
15
日
か
ら
上
舟
木
水
源

に
切
り
替
え
て
給
水
し
て
い
ま
す
。 

　
水
道
料
金
新
電
算
シ
ス
テ
ム
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
移
行

や
各
種
様
式
の
協
議
、
シ
ス
テ
ム

の
設
置
準
備
な
ど
、
４
月
か
ら
の

稼
動
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
合
川
・
森
吉
地
区
統
合
簡
易
水

道
事
業
に
係
わ
る
米
内
沢
地
区
で

の
取
水
調
査
は
、
第
１
調
査
地
調

査
孔
の
掘
削
を
終
了
し
、
揚
水
試

験
や
水
質
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
い
て
第
２
調
査
地
の

掘
削
・
調
査
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

３
月
末
終
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

計
画
下
水
道
に
お
い
て
、
３
６
２

ha
か
ら
５
７
３
ha
に
、
合
川
都
市

計
画
下
水
道
に
お
い
て
は
、
90 
ha

か
ら
98 
ha
に
整
備
区
域
の
拡
大
に

つ
い
て
の
答
申
を
受
け
て
い
ま
す
。 

【
総
務
課
関
係
】
　 

　
小
学
校
再
編
整
備
計
画
検
討
委

員
会
は
こ
れ
ま
で
３
回
開
催
し
て

お
り
、
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
積
極

的
な
提
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
２
月
28
日
に
第
４
回
目
の
検

討
委
員
会
を
開
催
し
、
素
案
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
冬
ま
と
び
の
里
子
ど
も
自
然
村

が
12
月
26
日
か
ら
30
日
の
５
日
間

の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
児
童
は
大
阪
府
を
は
じ
め
、
１

都
２
府
６
県
か
ら
の
32
名
で
し
た
。

例
年
に
な
い
雪
不
足
の
中
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は

ス
キ
ー
や
雪
遊
び
、
農
家
体
験
で

は
キ
リ
タ
ン
ポ
作
り
に
挑
戦
し
、

都
会
で
は
で
き
な
い
体
験
を
し
ま

し
た
。
こ
の
中
か
ら
19
年
度
の
長

期
山
村
留
学
「
ま
と
び
学
園
」
へ

の
留
学
生
が
誕
生
す
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
義
務
教
育
課
関
係
】  

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
（
長
野
県
野
沢
温
泉
村
２
／
６

〜
９
）
で
高
堰
美
里
さ
ん
（
阿
仁

中
学
校
３
年
）
が
ク
ラ
シ
カ
ル
、

フ
リ
ー
の
２
種
目
を
制
覇
し
ま
し

た
。
高
堰
さ
ん
は
、
第
50
回
全
県

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
鹿
角
市
１

／
12
〜
18
）
、
第
43
回
東
北
大
会

ス
キ
ー
大
会
（
青
森
県
大
鰐
町
１

／
28
〜
30
）
も
あ
わ
せ
て
今
年
度

個
人
６
冠
と
い
う
偉
業
を
達
成
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
全
県
ス
キ
ー

大
会
で
は
女
子
リ
レ
ー
競
技
で
は

阿
仁
中
学
校
が
優
勝
、
森
吉
中
学

校
が
準
優
勝
、
個
人
で
は
金
田
里

穂
さ
ん
（
合
川
中
学
校
３
年
）
が

女
子
３
㎞
フ
リ
ー
で
準
優
勝
、
ク

ラ
シ
カ
ル
３
位
、
加
賀
巧
哉
君
（
阿

仁
中
学
校
１
年
）
が
純
飛
躍
で
優

勝
し
ま
し
た
。
東
北
ス
キ
ー
大
会

で
は
、
女
子
リ
レ
ー
競
技
で
阿
仁

中
学
校
が
準
優
勝
す
る
な
ど
、
各

大
会
で
市
内
の
多
数
の
選
手
が
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
平
成
18
年
度
市
立
小
・
中
学
校

及
び
幼
稚
園
の
卒
業
（
園
）
予
定

者
は
、
小
学
校
３
６
０
人
、
中
学

校
３
７
５
人
、
幼
稚
園
22
人
で
、

将
来
へ
の
大
き
な
期
待
を
胸
に
、

思
い
出
に
満
ち
た
学
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
19
年
度
入
学
（
入

園
）
予
定
者
は
小
学
校
２
８
３
人
、

中
学
校
３
５
６
人
、
幼
稚
園
４
人

で
希
望
を
胸
に
入
学
（
園
）
を
迎

え
ま
す
。 

【
高
校
教
育
課
関
係
】  

　
進
路
対
策
の
一
環
と
し
て
冬
季

休
業
期
間
中
、
介
護
福
祉
科
３
年

生
を
対
象
に
、
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
の
た
め
の
補
習
授
業
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。 

部
活
動
に
お
い
て
は
、
柔
道
部
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
が
全
県
大
会
等
で
上
位
入
賞

し
東
北
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
大

き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
特
に

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
は
全
国
大
会
の
出
場
権
も
獲

得
し
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
18
年
度
の
卒
業
予
定
者
は

80
名
で
、
卒
業
式
は
３
月
２
日
に

挙
行
し
ま
し
た
。 

　
平
成
19
年
度
秋
田
県
公
立
高
等

学
校
入
学
者
選
抜
日
程
は
、
前
期

選
抜
面
接
等
実
施
日
が
２
月
１
日
、

一
般
選
抜
学
力
検
査
等
実
施
日
が

３
月
６
日
、
後
期
選
抜
面
接
等
実

施
日
は
３
月
22
日
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

【
生
涯
学
習
課
関
係
】 

　
平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
北
秋
田
市
の
生
涯
学
習
の
指
針

と
な
る
「
北
秋
田
市
社
会
教
育
中

期
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
中
の
市
の
生
涯
学
習
事

業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
社
会

教
育
計
画
に
基
づ
き
「
み
ん
な
で

育
む
豊
か
な
こ
こ
ろ
と
創
造
力
」

を
基
本
目
標
に
掲
げ
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

　
県
が
文
化
庁
に
対
し
、
「
伊
勢

堂
岱
遺
跡
」
と
「
大
湯
環
状
列
石
」

を
一
体
と
し
て
共
同
提
案
し
て
お

り
ま
し
た
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
に
向
け
た
暫
定
リ
ス

ト
候
補
入
り
は
、
今
回
は
継
続
審

議
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　
合
併
し
て
２
回
目
と
な
っ
た
北

秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想

画
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
感
想
文
１

０
２
点
、
感
想
画
３
９
８
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
２
月
24
日
に

は
文
化
会
館
に
お
い
て
各
受
賞
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
特
選
と
な
っ

た
感
想
文
の
朗
読
披
露
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

【
公
民
館
関
係
】 

　
平
成
18
年
度
の
公
民
館
定
期
講

座
は
12
館
で
56
講
座
を
開
設
し
、

延
べ
７
９
５
人
の
市
民
が
受
講
い

た
し
ま
し
た
。
定
期
講
座
の
ほ
と

ん
ど
は
２
月
末
で
終
了
い
た
し
ま

し
た
が
、
鷹
巣
地
区
で
は
３
月
中

旬
に
７
館
合
同
の
『
閉
講
の
つ
ど

い
』
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
学
ん

だ
成
果
や
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。 

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
関
係
】 

　
２
月
３
・
４
日
、
鷹
巣
体
育
館

を
会
場
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
「
Ｖ

チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
女
子
鷹
巣
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
名

の
観
客
と
応
援
団
の
熱
い
声
援
の

も
と
、
選
手
の
好
プ
レ
ー
と
パ
ワ

フ
ル
な
試
合
展
開
に
、
選
手
と
客

席
が
一
体
と
な
っ
た
す
ば
ら
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

【
国
体
推
進
室
関
係
】 

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
冬
季
ス
キ
ー

競
技
会
は
、
鹿
角
市
に
お
い
て
２

月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

秋
田
県
選
手
団
初
の
天
皇
杯
獲
得

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
も
っ
て

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
国
体
推
進

室
で
は
、
冬
季
大
会
の
式
典
関
係

を
視
察
す
る
な
ど
、
本
大
会
の
成

功
に
向
け
万
全
を
期
し
て
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
は
、
国
体

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、
第
59

回
全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
総
合
選

手
権
大
会
を
12
月
21
日
か
ら
25
日

ま
で
の
５
日
間
開
催
し
、
競
技
運

営
、
輸
送
、
宿
泊
等
に
お
い
て
成

果
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
は
、
Ｖ
チ
ャ

レ
ン
ジ
リ
ー
グ
女
子
鷹
巣
大
会
に

お
い
て
競
技
役
員
研
修
を
実
施
し
、

各
業
務
の
連
携
と
充
実
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
山
岳
競
技
は
、
秋
田
県
山
岳
連

盟
と
の
連
携
を
密
に
し
、
各
専
門

委
員
会
で
の
研
修
会
を
開
催
し
役

員
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

６
月
９
日
・
10
日
に
開
催
す
る
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
の
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。 

　
国
体
開
催
を
契
機
に
北
秋
田
市

を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
国
体

選
手
団
に
提
供
す
る
「
北
秋
田
市

秋
田
わ
か
杉
国
体
弁
当
」
制
作
検

討
会
を
２
月
26
日
に
開
催
し
、
３

月
22
日
に
お
披
露
目
試
食
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。 

読書感想文・画コンクール表彰式 市内の小中学生７３５人が学舎を巣立ちました 都市計画道路事業・太田川口線全体説明会 
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■
企
画
部 

▽
財
政
課
／
課
長
＝
鈴
木
美
千
英
（
職
員

課
長
）
／
石
川
博
志
（
職
員
課
）
／
片
岡
透

（[

阿]

産
業
建
設
課
）
▽
総
合
政
策
課
／
齋

藤
悦
子（[

合]

市
民
福
祉
課
）／
高
田
徹（
総

務
部
付
）
▽
広
報
情
報
課
／
寺
田
恵
美
子

（
総
務
課
）／
渡
辺
靖
光（[

森]

企
画
総
務
課
）

　
※[

阿][

合][

森]

は
阿
仁
支
所
・
合
川
支
所
・

森
吉
支
所
。支
所
内
異
動
の
場
合
は
付
せ
ず

（
以
下
同
様
） 

■
総
務
部 

▽
総
務
課
／
課
長
＝
長
谷
川
好
久
（
財
政

課
長
）
／
鈴
木
正
子
（
監
査
委
員
事
務
局
）

／
仲
村
あ
け
み（
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽
管
財
課

／
湊
秀
秋
（[

阿]

産
業
建
設
課
）
▽
税
務
課

／
中
川
真
一（
総
合
政
策
課
）／
伊
多
波
清

一（[

阿]

企
画
総
務
課
）／
金
澤
誠（
高
齢
者

支
援
課
）／
疋
田
憲
匡（[

合]

企
画
総
務
課
） 

■
市
民
生
活
部 

◎
部
長
＝
照
内
喜
久
雄（
総
務
課
長
） 

▽
市
民
課
／
課
長
＝
伊
東
健
一（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
長
）
▽
保
険
課
／
課
長
＝
杉
渕
敬

輝
（
高
齢
者
支
援
課
長
）
／
宮
野
悦
朗
（
財

政
課
）／
工
藤
健
寿（[

合]

企
画
総
務
課
）神

成
保
彦（
生
活
環
境
課
）▽
医
療
推
進
課
／

畠
山
裕
尚（
建
設
課
）▽
生
活
環
境
課
／
成

田
眞
理
子
（
文
化
会
館
）
／
畠
山
正
（
税
務

課
）▽
保
健
セ
ン
タ
ー
／
秋
林
英
子（
合
セ
）

／
米
沢
敬
子（
森
セ
）／
松
橋
セ
ツ
子（
森
セ
）

／
佐
藤
ム
ツ
子（
鷹
巣
北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
）

／
藤
岡
洋
子
（[

合]

市
民
福
祉
課
）
／
吉
田

幸
子
（
合
セ
）
／
坂
上
洋
子
（
阿
セ
）
／
鈴
木

栄
子
（
阿
セ
）
／
田
中
美
樹
（
森
セ
）
／
近
藤

智
里
（
阿
セ
）
　
※
「
合
セ
」
＝
合
川
保
健
セ

ン
タ
ー
・「
森
セ
」＝
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
・「
阿

セ
」＝
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
福
祉
事
務
所 

▽
福
祉
課
／
佐
藤
稚
子（
総
務
課
）／
池
田

美
希（[

森]

市
民
福
祉
課
）／
細
田
仁（
鷹
巣

中
央
保
育
園
）
▽
高
齢
者
支
援
課
／
課
長

＝
三
浦
正
基
（[

合]

市
民
福
祉
課
長
）
／
斎

藤
修
（
会
計
課
）
▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
／
金
義
孝（
保
険
課
）／
渡
辺
比
奈
子（
合

川
診
療
所
）
／
佐
藤
和
枝
（
阿
仁
病
院
）
▽

あ
い
か
わ
保
育
園
／
木
元
直
子
（
米
内
沢
）

／
簾
内
悦
子（
鷹
巣
中
央
）／
熊
谷
節
子（
鷹

巣
西
幼
）
／
金
尚
美
（
前
田
）
▽
阿
仁
合
保

育
園
／
柴
田
洋
子（
大
阿
仁
）▽
浦
田
保
育

園
／
松
橋
幸
子（
阿
仁
合
）▽
前
田
保
育
園

／
鈴
木
千
佳
子（
阿
仁
合
）▽
大
阿
仁
保
育

園
／
柴
田
昌
子（
阿
仁
合
）▽
鷹
巣
中
央
保

育
園
／
小
熊
あ
け
み（
竜
森
）
山
田
恵
美
子

（
前
田
）／
北
林
美
紀
子（
米
内
沢
）／
藤
田

美
春
（
あ
い
か
わ
）
▽
米
内
沢
保
育
園
／
大

高
清
子
（
阿
仁
合
）
／
佐
々
木
満
寿
子
（
大

阿
仁
）
／
柏
木
美
貴
子
（
浦
田
）
／
相
馬
千

春（
あ
い
か
わ
）　 

 

■
産
業
部 

▽
商
工
観
光
課
／
小
塚
毅（
職
員
課
）／
湯

沢
栄
治
（[

阿]

企
画
総
務
課
）
／
三
浦
仁
作

（[

森]

企
画
総
務
課
）
／
小
松
武
志
（[

阿]

観

光
振
興
課
）
／
鈴
木
奏
子
（[

阿]

観
光
振
興

課
）
／
菊
地
さ
よ
子
（
福
祉
課
）
▽
農
林
課

／
佐
藤
敏
則（
消
防
本
部
総
務
課
）／
佐
藤

信
也（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）／
柴
田
勲（
福
祉

課
） 

■
建
設
部 

◎
部
長
＝
松
岡
宗
夫（
合
川
支
所
長
） 

▽
建
設
課
／
課
長
＝
工
藤
信
夫
（
下
水
道

課
長
）／
木
村
謙
一（[

阿]

産
業
建
設
課
）▽

都
市
計
画
課
／
課
長
＝
高
橋
俊
秀
（
収
納

課
長
）
▽
下
水
道
課
／
課
長
＝
西
根
邦
明

（[

阿]

市
民
福
祉
課
長
） 

■
合
川
支
所

◎
支
所
長
＝
鈴
木
政
志（
建
設
課
長
） 

▽
市
民
福
祉
課
／
課
長
＝
疋
田
栄
作
（
企

画
総
務
課
長
）／
疋
田
槇
子（
合
川
診
療
所
）

▽
伊
東
由
美
子
（[

阿]

企
画
総
務
課
）
／
澤

藤
栄
子
（[

森]

市
民
福
祉
課
）
▽
企
画
総
務

課
／
畠
山
尋
子（
市
民
福
祉
課
） 

■
森
吉
支
所

◎
支
所
長
／
若
木
俊
雄（
水
道
課
長
） 

▽
市
民
福
祉
課
／
課
長
＝
寺
田
公
平
（
市

民
課
長
）
／
石
川
静
子
（
福
祉
課
）
／
畠
山

千
鶴
子（
福
祉
課
）▽
企
画
総
務
課
／
柴
田

照
悦
（
商
工
観
光
課
）
／
山
田
繭
子
（
産
業

建
設
課
）
▽
産
業
建
設
課
／
課
長
＝
赤
石

光
悦（
企
画
総
務
課
長
）／
吉
田
一
康（[

阿]

産
業
建
設
課
）
／
松
岡
晴
樹
（[

合]

産
業
建

設
課
）
／
戸
嶋
拓
志
（
税
務
課
）
／
岸
野
泰

晴（
企
画
総
務
課
）／
吉
田
良
一（
建
設
課
）

▽
前
田
出
張
所
／
森
川
光
晴（
農
林
課
） 

■
阿
仁
支
所

▽
市
民
福
祉
課
／
課
長
＝
加
賀
谷
準
夫（
企

画
総
務
課
長
）▽
企
画
総
務
課
／
杉
渕
テ
ル

（[

合]

企
画
総
務
課
）／
福
嶋
智
美（
市
民
福

祉
課
）／
梅
井
眞
紀
子（
阿
仁
母
子
生
活
支

援
施
設
）▽
産
業
建
設
課
／
柴
田
明
弘（
企

画
総
務
課
）
／
上
杉
実
（
観
光
振
興
課
）
▽

藤
田
学（[

森]

産
業
建
設
課
） 

◎
会
計
管
理
者
＝
奈
良
尚
里
（
市
民
生
活

部
長
）▽
会
計
課
／
福
田
公
人（
財
政
課
） 

■
水
道
課 

　
課
長
＝
岩
本
治
義（
水
道
課
副
主
幹
） 

■
病
院 

▽
阿
仁
病
院
／
伊
藤
智
恵
子（
総
務
部
付
）

▽
合
川
国
民
健
康
保
険
診
療
所
／
成
田
嘉

彦（[

森]

産
業
建
設
課
） 

■
教
育
委
員
会 

◎
教
育
次
長
＝
吉
田
正
作
（
都
市
計
画
課

長
）▽
総
務
課
／
課
長
＝
千
葉
昭
平（
保
険

課
長
）
▽
生
涯
学
習
課
／
課
長
＝
長
岐
直

介
（
中
央
公
民
館
長
）
▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

／
課
長
＝
中
嶋
正
（[

阿]

観
光
振
興
課
長
）

／
加
賀
谷
け
い
子（
阿
仁
地
区
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）／
野
呂
雅
弘（
収
納
課
）▽
中
央
公

民
館
／
館
長
＝
藤
岡
栄
一
（
生
涯
学
習
課

長
）
▽
森
吉
図
書
館
／
三
浦
純
子
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
）
▽
阿
仁
公
民
館
／
木
村
由
美

子（
大
阿
仁
出
張
所
）▽
文
化
会
館
／
藤
島

恵
子
（
鷹
巣
北
幼
）
▽
た
か
の
す
幼
稚
園
／

近
藤
陽
子
（
鷹
巣
西
幼
）
／
成
田
誠
子
（
鷹

巣
北
幼
）
▽
小
中
学
校
／
合
川
中
校
務
員

＝
原
田
里
美（
前
田
小
）／
合
川
北
小
校
務

員
＝
鈴
木
美
代
子（
森
吉
図
書
館
庁
務
員
）

／
鷹
巣
中
校
務
員
＝
中
村
順
子
（
鷹
巣
西

小
）／
綴
子
小
校
務
員
＝
大
川
洋
子（
鷹
巣

東
小
学
校
）
／
米
内
沢
小
校
務
員
＝
工
藤

孝
清
（
管
財
課
）
▽
合
川
山
村
留
学
セ
ン
タ

ー
／
福
田
い
ず
み（
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
）▽

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
／
鷹
巣
北
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
／
佐
藤
速
夫
（
商
工
観
光
課
）

▽
阿
仁
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
／
越
前

谷
聖
子
（[

阿]

産
業
建
設
課
）
／
合
川
中
給

食
調
理
場
／
藤
嶋
み
ゆ
き（
合
川
保
健
セ
ン

タ
ー
） 

■
監
査
委
員
事
務
局 

　
福
士
裕
子（
広
報
情
報
課
） 

■
農
業
委
員
会
事
務
局 

　
小
塚
重
光（
農
林
課
） 

■
議
会
事
務
局 

◎
事
務
局
長
＝
今
畠
健
一
（
教
育
委
員
会

総
務
課
） 

■
消
防
本
部 

▽
北
秋
田
市
消
防
署
／
小
林
喜
博
（
上
小

阿
仁
分
署
）
／
清
水
健
吾
（
合
川
分
署
）
／

佐
藤
寿
人（
阿
仁
分
署
）▽
合
川
分
署
／
辻

一
明
（
森
吉
分
署
）
／
柴
田
博
（
上
小
阿
仁

分
署
）
／
春
日
広
美
（
森
吉
分
署
）
／
鈴
木

博
喜（
上
小
阿
仁
分
署
）▽
阿
仁
分
署
／
白

沢
満
雄
（
合
川
分
署
）
／
斎
藤
進
（
合
川
分

署
）
／
長
岐
隆
宏
（
市
消
防
署
）
／
千
葉
久

（
森
吉
分
署
）／
庄
司
満
久（
合
川
分
署
）▽

森
吉
分
署
／
鈴
木
将
源（
阿
仁
分
署
）／
松

橋
雅
徳
（
市
消
防
署
）
／
米
沢
隆
広
（
市
消

防
署
）▽
上
小
阿
仁
分
署
／
田
中
定
次（
阿

仁
分
署
）
／
神
成
昭
仁
（
森
吉
分
署
）
／
高

堰
大
作（
阿
仁
分
署
） 

■
派
遣
及
び
県
と
の
交
流

【
県
等
へ
】 

県
庁
市
町
村
課
＝
平
川
貴
章
（
総
合
政
策

課
）
／
同
農
林
政
策
課
＝
武
石
貴
仁
（[

森]

産
業
建
設
課
）
／
北
秋
田
地
域
振
興
局
森

づ
く
り
推
進
課
＝
成
田
周
英（
総
務
部
付
農

林
政
策
課
）
／
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
＝
疋
田
知
機（
保
険
課
） 

【
秋
田
県
教
育
委
員
会
か
ら
】 

▽
市
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
／
山
本
英

幸（
大
館
市
立
川
口
小
学
校
教
頭
） 

▽
合
川
高
校
／
教
頭
＝
中
村
栄
喜
（
秋
田

南
高
校
教
諭
）／
教
諭
＝
高
橋
泰
三（
大
館

国
際
情
報
学
院
高
校
教
諭
）
／
教
諭
＝
渡

部
知（
平
成
高
校
教
諭
）／
教
諭
＝
難
波
直

弥（
横
手
城
南
高
校
教
諭
） 

■
新
規
採
用
‥
‥<

　>

は
配
属
先 

▽
市
長
部
局
・
教
育
委
員
会 

長
崎
由
貴
子<

福
祉
事
務
所
福
祉
課>

／
木

沢
公
子<

総
務
部
総
務
課>

／
小
笠
原
啓
仁

<

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課>

／
金
田
陽
平 

<

総
務
部
税
務
課> 

  

▽
消
防
本
部 

櫻
田
敬
大<
阿
仁
分
署>

／
田
口
充<

森
吉

分
署>

／
杉
渕
絢
也<

市
消
防
署
）
／
若
松

健
太
郎<

合
川
分
署> 

■
退
職
者 

▽
花
田
廣
美（
建
設
部
長
）／
斑
目
廣
義（
議

会
事
務
局
長
）／
三
浦
宏
幸（
森
吉
支
所
長
）

／
安
部
貞
一（
教
育
次
長
）／
齋
藤
浩
太
郎

（
合
川
診
療
所
長
）
／
櫻
庭
博
志
（
森
吉
支

所
市
民
福
祉
課
長
）／
加
賀
隆
久（
森
吉
支

所
産
業
建
設
課
長
）／
本
城
谷
一（
管
財
課

参
事
）／
千
葉
洋
子（
鷹
巣
中
央
保
育
園
副

主
幹
）
／
成
田
睦
子
（
あ
い
か
わ
保
育
園
主

幹
兼
園
長
）
／
三
浦
良
子
（
あ
い
か
わ
保
育

園
主
幹
兼
副
園
長
）／
三
澤
綾
子（
鷹
巣
東

保
育
園
技
能
員
）／
畠
山
京
子（
商
工
観
光

課
参
事
）／
澤
藤
茂
子（
合
川
山
村
留
学
セ

ン
タ
ー
参
事
）
／
金
田
　
子
（
合
川
中
学
校

給
食
調
理
場
参
事
）／
高
木
周
子（
阿
仁
地

区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
技
能
員
）／
関
千
鶴

子
（
鷹
巣
中
学
校
校
務
員
）
／
明
石
吉
左
エ

門（
同
）／
成
田
政
志（
合
川
高
校
教
頭
）／

亀
山
昭
夫（
同
教
諭
）／
山
田
俊
夫（
同
）／

木
村
英
正（
同
）／
本
間
恵
子（
同
）／
高
橋

章
子（
同
）／
齊
藤
洋
子（
同
養
護
助
教
諭
）

／
高
橋
良
子（
高
校
教
育
課
参
事
）／
佐
野

一
絵（
生
涯
学
習
課
主
任
学
芸
員
）／
佐
藤

孝
子（
合
川
公
民
館
参
事
）／
村
上
直
志（
農

業
委
員
会
事
務
局
主
幹
）／
佐
藤
賢
治（
消

防
本
部
阿
仁
分
署
参
事
・
消
防
司
令
補
）／

木
村
繁
美（
消
防
本
部
合
川
分
署
参
事
・
消

防
司
令
補
） 

人

事

異

動

（

）
は
異
動
前
。部
課
長
、

退
職
者
等
を
除
き
役
職
は

省
略
し
て
い
ま
す 

人事異動  
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
特
別
展
「
小
又
川

の
縄
文
時
代
〜
遺
跡
・
遺
物
が
語
る
山
間

の
く
ら
し
（
開
催
期
間
▽
３
月
２
日
―
11

日
）
」
の
関
連
行
事
と
し
て
開
か
れ
た
も

の
で
、
市
内
外
か
ら
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。  

　
森
吉
山
ダ
ム
は
、
森
吉
山
の
北
側
を
流

れ
る
小
又
川
に
建
設
中
の
多
目
的
ダ
ム
。

工
事
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
確
認
調
査
に

よ
っ
て
、
60
カ
所
も
の
遺
跡
が
地
下
に
眠

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
調
査

は
平
成
７
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度
ま
で

に
51
カ
所
の
遺
跡
が
調
査
さ
れ
、
旧
石
器

時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
の
遺
物
・

遺
構
が
発
見
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
の

量
は
コ
ン
テ
ナ
ケ
ー
ス
で
お
よ
そ
８
千
箱

分
。
中
で
も
縄
文
時
代
の
遺
物
が
圧
倒
的

に
多
く
、
生
活
の
痕
跡
が
色
濃
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
別
展
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

市
民
に
調
査
の
成
果
を
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
森
吉
山
の
懐
に
抱
か
れ
た
山
間

の
地
で
育
ま
れ
た
豊
か
な
文
化
を
紹
介
す

る
こ
と
が
目
的
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
出
土
品
か
ら
み

た
小
又
川
の
縄
文
時
代
」
「
遺
跡
か
ら
み

た
小
又
川
の
縄
文
時
代
」
「
小
又
川
一
万

年
の
く
ら
し
」
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
と
し

た
３
部
構
成
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
独
立
行
政
法
人
奈
良
文
化
財
研
究
所

の
岡
村
道
雄
企
画
調
整
部
長
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
研
究
者
、
発
掘
調
査

に
あ
た
っ
て
い
る
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
北
調
査
課
と
市
教
育
委
員
会
の
担

当
職
員
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、
報

告
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。  

   

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
北
調
査
課
の
宇
田
川
浩
一

文
化
財
主
事
が
、
縄
文
時
代
後
期
の
遺
跡
・

日
廻
岱
Ｂ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
狩
猟
文

土
器
」
に
つ
い
て
報
告
。
こ
の
土
器
は
、

側
面
に
狩
を
す
る
人
と
動
物
、
弓
矢
や
わ

な
（
落
と
し
穴
）
な
ど
、
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
文
様
が
描
か
れ
、
内
側
が
三
つ
に

区
分
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
出
土
品
の
中
で

も
た
い
へ
ん
め
ず
ら
し
い
土
器
。 

　
ま
た
同
課
の
山
田
祐
子
文
化
財
主
事
は
、

文
様
の
平
面
図
と
上
か
ら
見
た
土
器
の
位

置
関
係
を
投
影
機
で
説
明
し
な
が
ら
、
「
狩

人
の
す
ぐ
隣
に
弓
矢
が
並
ん
で
い
な
い
な

ど
、
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
位
置
か
ら
は

『
狩
猟
物
語
』
を
整
然
と
説
明
で
き
な
い
。

３
つ
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
部
分
と
そ
の
外

側
の
文
様
が
、
対
応
関
係
に
あ
る
の
で
は
」

と
、
自
説
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

   

　
ま
た
第
３
部
で
は
、多
く
の
遺
跡
で
弥
生

時
代（
約
２
千
３
百
年
前
〜
）の
住
居
跡
が

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、以
後
、一
部
を
除
き
、

住
居
跡
が
見
つ
か
る
の
は
平
安
時
代
の
遺

跡
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
言
及
。こ
の
中
で
、

東
京
大
学
大
学
院
の
辻
教
授
は
、「
秋
田
の

山
林
は
、
す
で
に
縄
文
時
代
の
後
期
か
ら
、

ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
落
葉
・
広
葉
樹
林
か

ら
ス
ギ
に
植
生
が
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
る
影

響
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
米
作
り
の
た
め

に
離
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
の

形
で
山
林
と
の
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、

生
活
の
仕
方
を
変
え
て
生
活
が
続
い
た
の

で
は
」と
、
推
測
し
て
い
ま
し
た
。 

　
会
場
の
参
加
者
か
ら
「
新
潟
の
遺
跡
群

と
の
類
似
性
は
」「
当
時
の
植
物
を
使
っ
た

織
物
な
ど
の
遺
物
は
残
っ
て
い
る
か
」
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
パ
ネ
ラ
ー
と
の
間

で
意
見
交
換
も
行
い
、
小
又
川
流
域
に
暮

ら
し
た
縄
文
人
の
生
活
を
考
察
し
ま
し
た
。 

　
市
及
び
上
小
阿
仁
村
の
飲
食
店
関
係

者
で
つ
く
る
「
北
秋
田
特
選
食
材
購
入

会
（
中
嶋
隆
史
会
長
）
」
が
秋
田
わ
か
杉

国
体
（
開
催
期
間
▽
９
月
29 
日
―
10
月

11
日
）
で
の
提
供
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
通
称
「
国
体
弁
当
」
の
お
披
露
目

会
が
３
月
22
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
関
係
者
ら
が
、
比
内
地
鶏
な
ど

を
使
っ
た
試
作
弁
当
を
試
食
し
ま
し
た
。 

　
　
　
＊
　
　
＊ 

　
本
市
で
開
催
さ
れ
る
各
競
技
に
参
加

す
る
選
手
・
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
関
係
者
の
総
数
は
約
３
千
人
以
上
。

大
会
期
間
中
は
１
万
２
千
個
以
上
の
弁

当
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
国
体
弁
当
」は
、
比
内
地
鶏
や
山
の

い
も
な
ど
の
北
秋
田
地
域
特
産
の
食
材

を
使
い
、わ
か
杉
国
体
に
参
加
す
る
選
手
・

役
員
を
「
食
」
の
面
か
ら
も
応
援
し
よ
う

と
、
同
会
の
会
員
が
研
究
を
重
ね
て
い

た
も
の
で
、
４
種
類
を
試
作
し
ま
し
た
。  

　
お
披
露
目
会
に
は
、
県
・
市
、
市
内
各

商
工
会
及
び
農
林
業
関
係
者
、
同
会
の

母
体
と
な
っ
た
「
う
め
ー
も
ん
創
作
協

議
会
」
の
会
員
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
。 

　
今
回
の
試
作
品
は
、
同
会
の
17
の
会

員
が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
料
理
を

提
供
、
ま
た
、
比
内
地
鶏
を
使
っ
た
調

理
品
を
最
低
一
品
入
れ
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。 

　
比
内
地
鶏
の
揚
げ
物
や
煮
物
、
和
え

物
が
添
え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
秋
田

産
の
山
菜
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
か
ず
で

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
た
っ
ぷ
り
。
ま
た
、
比

内
地
鶏
の
炊
き
込
み
ご
は
ん
が
メ
イ
ン

に
な
っ
た
も
の
な
ど
、
県
外
か
ら
訪
れ

た
方
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
そ
う
な
弁

当
ば
か
り
で
し
た
。 

　
同
会
で
は
、
こ
の
日
試
食
し
た
参
加

者
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
改
良
を

重
ね
、
国
体
本
番
で
の
提
供
に
備
え
ま

す
。
　  

  

　
少
子
化
に
と
も
な
う
園
児
の
減
少
な
ど

で
廃
止
と
な
る
竜
森
保
育
園
（
園
児
３
人
、

金
田
悦
子
園
長
）
と
鷹
巣
北
幼
稚
園
（
園

児
12
人
、
工
藤
英
俊
園
長
）
で
３
月
下
旬
、

最
後
の
修
了
式
・
卒
園
式
と
閉
園
式
が
行

わ
れ
、
地
域
の
乳
幼
児
保
育
・
幼
児
教
育

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
　
　
＊
　
　
＊ 

　
竜
森
保
育
園
は
、
昭
和
43
年
に
発
足
し

た
七
日
市
の
竜
森
簡
易
保
育
所
が
前
身
。

当
時
は
鷹
巣
南
中
学
校
と
統
合
し
、
廃
校

と
な
っ
た
旧
竜
森
中
学
校
の
校
舎
の
一
部

を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
同
48
年
４
月
、

園
舎
を
建
設
し
「
竜
森
へ
き
地
保
育
所
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
こ
れ
ま
で
34
年
間
で

１
７
９
人
の
修
了
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。 

　
25
日
に
行
わ
れ
た
卒
園
式
で
は
最
後
の

卒
園
児
と
な
っ
た
梅
原
琢
也
君
に
金
田
園

長
が
保
育
証
書
を
授
与
し
た
後
、
梅
原
君

と
、
他
の
保
育
園
に
入
園
す
る
在
園
児
の

２
人
に
祝
福
と
は
な
む
け
の
こ
と
ば
を
贈

り
ま
し
た
。 

　
鷹
巣
北
幼
稚
園
は
昭
和
53
年
、
旧
鷹
巣

町
３
番
目
の
幼
稚
園
と
し
て
綴
子
・
糠
沢

に
創
立
。
29
年
間
で
５
８
９
人
の
卒
園
児

を
送
り
出
し
ま
し
た
。 

　
同
園
は
、
鷹
巣
西
幼
稚
園
と
統
合
し
、

新
た
に
「
た
か
の
す
幼
稚
園
（
園
舎
＝
西

幼
稚
園
）
」
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
閉
園
と
な
っ
た
も

の
で
、
３
月
20
日
、
最
後
の
卒
園
式
が
行

わ
れ
８
人
の
園
児
が
巣
立
ち
ま
し
た
。  

　
た
か
の
す
幼
稚
園
（
工
藤
英
俊
園
長
）

の
入
園
式
は
５
日
行
わ
れ
、
４
歳
児
５
人

が
入
園
、
園
児
13
人
で
新
し
い
歴
史
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

▲４種類が試作された「国体弁当」 

３４年の歴史を閉じた竜森 

保育園（最後の卒園式で） 

▲
 

　２９年にわたる地域での幼児教 

育の務めを終えた鷹巣北幼稚園 

▲
 

特
選
食
材
を
使
っ
た
弁
当
で
お
も
て
な
し
を

﹁
国
体
弁
当
﹂
試
作
品
を
お
披
露
目
〜
北
秋
田
特
選
食
材
購
入
会

さ
よ
う
な
ら
竜
森
保
育
園
・
鷹
巣
北
幼
稚
園

市
立
幼
稚
園
は
新
た
に
﹁
た
か
の
す
幼
稚
園
﹂
と
し
て
ス
タ
ー
ト

弥
生
時
代
の
住
居
跡
が
発
見 

さ
れ
な
い
こ
と
に
も
言
及 

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
文
様 

が
描
か
れ
た
「
狩
猟
文
土
器
」 

狩猟文土器 

▲小又川流域の縄文遺跡と当時人々の暮らしや文化

などについて語り合った第２回縄文シンポジウム 

豊
か
な
縄
文
文
化
を
再
確
認

小
又
川
流
域
の
縄
文
遺
跡
・
遺
物
を
考
察

第
２
回
北
秋
田
市
縄
文
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第２回縄文シンポジウム トピックス 
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真剣な表情でストーンを放つ参加者 

　
阿
仁
地
区
体
育
指
導
委
員
会
主
催
の
ユ
ニ
カ
ー
ル

交
流
大
会
が
３
月
24
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
、
参
加
し
た
市
民
は
ユ
ニ
カ
ー
ル

を
通
じ
健
康
増
進
と
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
は
、
年
間
事
業
と
し
て
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
、

ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
、
高
齢

の
方
で
も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
ユ
ニ
カ
ー
ル
交
流
大
会
に
参
加
し
た
約
20

人
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
サ
ー
ク
ル
内
に
ス
ト
ー
ン

を
放
り
、
そ
の
成
功
や
失
敗
に
会
場
か
ら
は
明
る
い

笑
い
声
が
響
き
わ
た
り
、
充
実
し
た
１
日
と
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。 

ユ
ニ
カ
ー
ル
で
爽
や
か
な
汗

阿
仁
地
区
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　
ユ
ニ
カ
ー
ル
交
流
大
会 

第２部では、ミュージカル「プチ・魔笛」を楽しく 
演じました 

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
第
17
回
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
３
月
31
日
、
浜
辺
の
歌
音
楽

館
で
開
催
さ
れ
、
澄
ん
だ
や
さ
し
い
歌
声
と
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
の
「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
同

合
唱
団
が
活
動
し
て
き
た
１
年
間
の
集
大
成
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。
同
合
唱
団
の
ほ
か
「
は

ま
べ
の
う
た
キ
ッ
ズ
」
や
Ｍ
Ｍ
Ｃ
（
森
吉
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ク
ラ
ブ
）
と
と
も
に
『
♪
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
が
一
度
に
笑
っ
た
ら
』
と
元
気
よ
く
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
。
為
三
作
品
の
メ
ド
レ
ー
や
、
現
代
の
曲
を
交
え
、

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。  

　
第
２
部
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
み
ん
な
に
お
く

る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
物
語
」
を
短
く
構
成
し
た
「
プ
チ
・

魔
笛
」
を
披
露
し
ま
し
た
。 

歌
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
聴
衆
を
魅
了

浜
辺
の
歌
音
楽
館
合
唱
団
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
火
災
多
発
期
に
備
え
放
水
訓
練

　
北
秋
田
市
消
防
団
（
吉
田
嘉
隆
団
長
）
と
婦
人
消

防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
が
４
月
１
日
、
鷹
巣
、

合
川
、
森
吉
、
阿
仁
の
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
春
季
の
火
災
多
発
期
を
迎
え
、
消

防
ポ
ン
プ
等
の
機
械
器
具
の
点
検
や
知
識
と
技
術
の

向
上
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全

国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
春
の
火
災
予
防
運
動
の
時

期
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
米
内
沢
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
下
の
阿

仁
川
堤
河
川
敷
を
会
場
に
行
わ
れ
た
森
吉
支
団
（
庄

司
林
兵
衛
支
団
長
）
の
訓
練
に
は
、
消
防
団
７
分
団

と
婦
人
消
防
隊
の
計
１
６
５
人
及
び
市
消
防
本
部
森

吉
分
署
職
員
が
参
加
。
河
川
敷
に
ポ
ン
プ
車
や
小
型

動
力
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
団
員
ら
は
手
際
よ
く
川
に

向
っ
て
放
水
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

市
消
防
団
・
婦
人
消
防
隊
一
斉
放
水
訓
練 

 

　
全
国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
に
、
市
の
観
光
情

報
を
提
供
す
る｢

北
秋
田
市
観
光
案
内
所｣

が
阿
仁
前

田
の
四
季
美
館
内
に
設
置
さ
れ
、
４
月
５
日
、
新
た

な
観
光
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
開
所
式
に
は
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
や
観
光
協
会

な
ど
設
立
ま
で
の
関
係
者
が
出
席
。
織
山
会
長
は
「
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
上
小
阿
仁
観
光
協
議

会
と
も
連
携
を
深
め
た
い
」
、
ま
た
「
秋
田
わ
か
杉

国
体
や
全
国
植
樹
祭
に
向
け
た
情
報
発
信
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
案
内
所
で
は
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
へ
、

観
光
情
報
や
道
路
情
報
、
宿
泊
施
設
な
ど
目
的
に
応

じ
た
情
報
の
提
供
を
図
る
ほ
か
、
秋
田
内
陸
線
を
利

用
し
た
誘
客
、
観
光
産
業
の
人
材
育
成
等
、
あ
ら
ゆ

る
観
光
情
報
の
拠
点
と
し
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。 

観
光
情
報
を
全
国
に
発
信

阿
仁
前
田
「
四
季
美
館
」
に
市
の
観
光
案
内
所
を
設
置 

山
村
留
学
は
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い

　
山
村
留
学
ま
と
び
学
園
（
園
長
・
三
澤
仁
市
教
育

長
）
の
入
園
祭
が
４
月
３
日
、
市
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
受
け
入
れ
農
家
や
関
係
者
な
ど
約
30
人

が
第
15
期
生
４
人
を
歓
迎
し
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
三
澤
園
長
が
「
北
秋
田
市
に
は
四
季
折
々

の
遊
び
や
暮
ら
し
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
心
豊
か
に
伸

び
伸
び
と
、
張
り
の
あ
る
山
村
留
学
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。 

　
引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
が
山
村
留
学
で
の
抱
負

を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
野
崎
あ
か
り
さ
ん
（
神
奈
川
県
・
小

６
）、
仲
宗
根
瑠
美
さ
ん
（
神
奈
川
県
・
小
５
）、
春

日
原
美
樹
さ
ん
（
東
京
都
・
小
５
）
、
春
日
原
美
草

さ
ん
（
東
京
都
・
小
４
）
の
４
人
が
北
秋
田
市
で
の

生
活
を
送
り
ま
す
。 

山
村
留
学
ま
と
び
学
園
　
入
園
祭 山村生活を始める４人の子どもたち 

　
昨
年
か
ら
市
が
綴
子
・
掛
泥
地
内
で
建
設
を
進
め

て
い
た
掛
泥
交
流
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
４
月
１
日

行
わ
れ
、
地
区
住
民
ら
は
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。  

　
こ
の
度
の
建
て
替
え
は
地
元
掛
泥
自
治
会
が
、
旧

会
館
の
老
朽
化
の
た
め
市
に
要
望
。
市
で
は
、
同
様

に
建
て
替
え
の
必
要
が
あ
る
他
の
施
設
と
と
も
に
、

地
域
の
林
業
振
興
を
目
的
に
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　
同
館
は
地
元
住
民
か
ら
愛
称
を
募
集
し
、
「
ほ
っ

と
ふ
れ
あ
い
の
館
」
と
命
名
し
ま
し
た
。 

　
館
内
に
は
、
60
帖
の
大
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
調
理
器

具
を
備
え
た
実
習
室
、
研
修
室
な
ど
を
備
え
ま
す
。

大
ホ
ー
ル
の
柱
・
梁
材
に
は
秋
田
杉
の
大
断
面
集
成

材
を
使
用
、
外
装
材
及
び
内
装
の
壁
と
天
井
材
に
は

秋
田
杉
を
使
用
す
る
な
ど
、
秋
田
杉
の
温
も
り
や
優

し
さ
を
建
物
全
体
に
表
現
し
て
い
ま
す
。 

木
の
香
り
漂
う
活
動
拠
点
が
完
成

掛
泥
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
ふ
れ
あ
い
の
館
」 

テープカットで観光情報発信拠点の開所を祝いました 

秋田杉をふんだんに使った「ほっとふれあいの館」 

阿仁川に向かって放水を行なう森吉師団の隊員ら 
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太鼓と踊りを元気いっぱいに披露

　青少年育成北秋田市民会議鷹巣支部主催の第８回

「こどもたちの伝承芸能発表会」が沢口公民館で開

かれました。 

　この催しは、伝承芸能に取り組んでいる子供たち

を激励し、郷土に対する誇りを持たせるとともに健

やかな成長を願い、平成１１年度から毎年開催して

きたものです。 

　今回は、鷹巣中央小･鷹巣東小両校の合同チーム

による祇園太鼓、鷹巣南小学校の奴踊り、竜森小学

校の駒踊りが披露されました。観客は、太鼓の軽快

なリズムに体を揺らし、奴踊りには感心し、また、

勇壮な駒踊りにはヤンヤの大拍手を送りました。 

　また、ボランティア活動の一環として、市内の福

祉施設利用者を招待し、交流も深めました。 

郷土の先覚者宮野尹賢を学ぶ

綴子公民館 肉入籠塾 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

 

学んだ成果を思う存分に発揮

１８年度中央・鷹巣地区公民館合同閉講のつどい 

こどもたちの伝承芸能発表会 

　平成１８年度中央・鷹巣地区公民館合同閉講の

つどいが３月９日、講座受講生１７０人の参加のも

と中央公民館ホールで開催されました。 

　発表部門では中央「秋田内陸線ぶらり途中下車

講座」受講生の村上とし子さん、同じく「現代詩

講座」受講生の長岐良吉さん、沢口「鼎談講座」

受講生の宇佐美慧さんに今年度の活動発表や感想

等を語っていただきました。 

　演示部門では坊沢「楽しいエアロビクス」、綴子

「コーラスを楽しむ講座」、栄「新舞踊、太田移動

講座（健康体操）」、など各講座受講生がステージ

上で学んだ成果を思う存分楽しく披露していただき、

参加したみなさんも一体となり会場は和やかなム

ードに包み込まれました。 

 

MANABI NO HIROBA

 

　綴子地区の歴史、

文化、産業等を学

び、地域づくりに

役立てようと開講

した肉入籠塾。今

回は、郷土の子弟に

道を説いた江戸前期

の漢学者・宮野尹賢につ

いて学びました。 

　講師は、綴子の宮野宗家『宮野伊兵衛家』を研

究されている大館市比内町の千葉克一氏。扇田の

正覚寺と綴子の宝勝寺が所蔵する資料に基いて、

尹賢の人となりを教えていただきました。 

　千葉氏は、宮野家が大湯から扇田を経て綴子へ

移ったことを紹介。また、「『尹賢』の読みについ

ては“これたか”とする文献もあり、こちらが本

当ではないか」、「扇田と綴子のふたつの寺にそれ

ぞれ戒名があることは珍しい」などとの説明に、

受講者は熱心に耳を傾けていました。 

　
各
講
座
の
発
表
で
一
年
間
の
活
動
を

締
め
く
く
っ
た
「
閉
講
の
つ
ど
い
」 

▲  

　
江
戸
時
代
の
漢
学
者
・
宮
野
尹
賢

に
つ
い
て
学
ん
だ
肉
入
籠
塾 

▲  

　
祇
園
太
鼓
、
奴
踊
り
、
駒
踊
り
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た 

▲  

みやの いんけん 

ししりこ 

■
平
成
18
年
度
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
３ 

 

昨
年
度
、
鷹
巣
図
書
館
で
よ
く
借
り
ら

れ
た
図
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

☆
一
般
書 

①
「
東
京
タ
ワ
ー
」
リ
リ
ー･

フ
ラ
ン
キ
ー

著（
扶
桑
社
）＝
ド
ラ
マ
や
映
画
で
も
話
題

を
集
め
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
。 

②「
容
疑
者
Ｘ
の
献
身
」東
野
圭
吾
・
著（
文

芸
春
秋
）
　
③
「
聞
き
屋
与
平
」
宇
江
佐
真

理
・
著
（
集
英
社
）
／
「
三
日
月
が
円
く
な

る
ま
で
」宇
江
佐
真
理
・
著（
角
川
書
店) 

            

☆
児
童
書 

①
「
ウ
サ
コ
フ
レ
ン
ズ
　
イ
チ
ゴ
に
ん
ぎ

ょ
を
さ
が
せ
！
」（
学
研
）＝
絵
さ
が
し
パ

ズ
ル
の
絵
本
。
　
②
「
お
で
ん
く
ん

あ
な

た
の
夢
は
な
ん
で
す
か
の
巻
」リ
リ
ー･

フ

ラ
ン
キ
ー
作（
小
学
館)

／「
ハ
リ
ー･

ポ
ッ

タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス

上
」Ｊ
・
Ｋ
ロ
ー

リ
ン
グ
・
作（
静
山
社
） 

        

■
お
は
な
し
会
「
お
は
な
し
で
て
こ
い
」 

　
鷹
巣
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日

の
午
後
２
時
か
ら
、
幼
児
か
ら
小
学
校
低

学
年
ま
で
を
対
象
に
し
た
お
は
な
し
会
を

開
い
て
い
ま
す
。 

　
内
容
は
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
、
折
紙
な

ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
お
は
な
し
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

｢

た
ま
て
ば
こ
」
の
み
な
さ
ん
。
お
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。
つ
ぎ
の
お
は
な
し
会
は
、 

 

　
▽
と
　
き
＝
平
成
19
年
４
月
21
日 

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時 

　
▽
と
こ
ろ
＝
文
化
会
館
会
議
室 

 

■
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹁
た
ま
て
ば
こ
﹂

会
員
募
集
中
！ 

 

「
た
ま
て
ば
こ
」
で
は
、
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
し
て
く
れ
る
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

　
母
親
が
や
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
「
読
み
聞
か
せ
」
で
す
が
、
最
近
は

お
と
う
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
や
男
性
な
ら

で
は
の
選
書
の
面
白
さ
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
方
は
、

ご
遠
慮
な
く
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

■
新
刊
図
書
の
ご
案
内 

　
春
で
す
。
こ
ん
な
図
書
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。 

 

☆
一
般
書 

「
お
い
し
い
野
菜
１
０
０
種
の
じ
ょ
う
ず
な

育
て
方
」（
主
婦
の
友
社
）
／
「
心
地
い
い
グ

リ
ー
ン
の
庭
」（
主
婦
と
生
活
社
）
／
「
は
じ

め
て
の
果
樹
ガ
ー
デ
ン
」大
森
直
樹
・
著(

成

美
堂
出
版
）
／
「
る
る
ぶ
秋
田
」「
る
る
ぶ
岩

手
」（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）／「
日
本
二

百
名
山
登
山
ガ
イ
ド 

上
・
中
・
下
」（
山
と
渓

谷
社
） 

      

☆
児
童
書 

「
子
ど
も
の
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
２

０
０
７
年
版
」（
中
央
公
論
社
）／「
や
さ
い

は 

い
き
て
い
る
」（
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル

ド
）／「
み
ん
な
お
な
じ 

で
も 

み
ん
な
ち

が
う
」
奥
井
一
満
・
文
（
福
音
館
書
店
）
／

「
け
ん
か
の
な
か
よ
し
さ
ん
」
あ
ま
ん
き

み
こ
・
作
（
あ
か
ね
書
房
）
／
「
牧
場
の
い

の
ち
」立
松
和
平
・
文（
く
も
ん
出
版
） 

 

図書館
図書室
からの
お知らせ

▲この１年間最も多く借りられた 

本の一部です 

 

こどもの読書週間
（４月２３日～５月１２日） 

▲「日本二百名山登山ガイ
ド上・中・下」（山と渓谷社） 

▲「みんなおんなじ 

でも　みんなちがう」

奥井一満・文（福音館 

書店） 

 

LIBRARY INFORMATION

前
号
掲
載
の
生
涯
学
習
課
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
62
―
６
６
１
８
」
で
す
。
訂
正
の
上
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 
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市の個人情報保護制度が改正されました
―個人情報の不正な扱いに罰則が科されます― 

　北秋田市では、市が保有している市民の皆さんの「個人情報」について、適正な管理を図るとともに、

自己の個人情報の開示、訂正及び削除を請求する権利を保障するため、個人情報の取扱いルールを定めて

運用してきましたが、このたび、国の関係法律の改正等に倣って、「北秋田市個人情報保護条例」を全面

的に改め、この４月１日から施行しました。 

　制度の目的と主な２つの改正点について、その概要をお知らせします。 

個人情報保護制度 　　　　　　　　　　　　　市の仕事のほとんどは、市民の皆さんの個人に関わる情報をもとに進められ

ています。住民・戸籍票、税､保険・年金､福祉､教育関係など身近でたくさんの種類があります。これら

の一人ひとりにかかる情報のプライバシーが侵害されないように、市が「個人の権利利益」を保護するた

めの制度で、２年ぶりの改正となりました。 

個人の請求権に「利用停止請求」も加わる 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これまでの本人が請求できる個人情報は、その情報

の開示、訂正及び削除でしたが、新たに、個々の情報の収集や利用について市の各機関が条例に違反して

いると思われる場合に、その当該情報の利用や外部提供の停止を求めることが出来るものとしたものです。 

個人情報の不適正な処理に罰則を新設 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市職員及び市の事務や施設の管理運営などを市から受託

している事業者などが、関係の個人情報を取り扱うにあたって不正な処理を行った場合に罰則を科すもの

で、概要は次のとおりです。 

対象者 

市職員  
及び市  
業務の  
受託者  

罰則の要件  刑事罰・過料  

正当な理由がなく保有する個人情報（電子

データ等）を外部に提供 

不正な利益を図る目的で個人情報（文書、

図画、電子データ等）を外部に提供 

２年以下の懲役又は１００万円以下の罰金 

１年以下の懲役又は５０万円以下の罰金 

市職員 

市民等  

職権を濫用し、個人情報を不正に収集 

偽りその他不正な手段で市へ個人情報を開

示請求 

１年以下の懲役又は５０万円以下の罰金 

５万円以下の過料 

※罰則は、７月１日から施行・運用されます※ 

◎お問い合わせ 市役所本庁・広報情報課　�６２－６６０８　合川支所・企画総務課　�７８－２１００ 

森吉支所・企画総務課　　�７２－３１１１　阿仁支所・企画総務課　�８２－２１１１ 

１８年度の情報公開・個人情報保護制度運用状況 
　平成18年度における市の情報公開条例及び個人情報保護条例の規定に基づく公文書の公開等についてお知らせ

します。 

【情報公開制度】　行政情報（公文書等）の公開請求者は、個人（延数）が39人、団体が４団体で、合わせた請

求件数が43件です。主な内容は、市民病院（仮称）建設に係る事務・事業の文書、各種契約関係文書、国保税減

免関連文書などで、その概要は次のとおりです。 

実施機関名 請求件数 
対象文書 公　開 部分公開 非公開 

【個人情報保護制度】　開示請求者は６人で、国保税減免申請に係る個人情報記載文書の請求に対して、252件

の対象文書を全て部分開示としました。 

【不服申立ての状況】　18年度においては、行政不服審査法に基づく市の実施機関への異議の申立てはありませ

んでした。また、１７年度の異議申立て１件が、昨年７月に取り下げられております。 

市長部局 

北秋田市議会 

計 

４２ 

１ 

４３ 

請求に係る文書数と公開の可否 

文書不存在 

２３０ 

１ 

２３１ 

１８０ 

１ 

１８１ 

３３ 

０ 

３３ 

０ 

０ 

０ 

１７ 

０ 

１７ 

 

　市では、市民のみなさんが快適な生活をおくリ、美しく豊かな自然環境を守るために、「公共

下水道事業」や「農業集落排水事業」を進めています。このどちらの事業にも対象にならない地

域でも未処理生活排水から、公共水域の水質保全を図ることができる「合併処理浄化槽」の設置、

整備を推進しています。

合併処理浄化槽ここがすぐれている 

・水洗トイレ・台所や風呂場で使った汚水をきれい

　にして、毎日の生活を快適にし、身近にある小川

や排水路などの環境をよくします。（公共下水道と

同じレベルの浄化能力があります） 

・わずかなスペ－スがあれば、設置できます。 

快適で豊かな生活と美しい環境をつくろう  

鷹巣・森吉・合川地区は、浄化槽設置補助金を交付します 阿仁地区は、市で浄化槽を設置・管理します 

　対象地域は、公共下水道事業、農業集落排水事業

　による整備地域を除いた地域です。 

　浄化槽の設置を希望される方は申請書を提出する

　だけで、以降の手続き等はすべて市から申請者（設

　置者）にご案内のうえ作業を進めますので、簡単・

　安心です。 

・分担金として10万円かかります。 

（事業所等は工事費の４割負担です。） 

・維持管理は市で行いますが、毎月使用料を納めて

　いただきます。 

（専用、併用住宅の場合　月額2,688円） 

申し込み受付  

　受付は地区ごとに行いますので、詳しくは下

水道課または各支所までお問い合わせください。 

 ◎申し込み・お問い合わせ 

（鷹巣地区）建設部下水道課　　�62-6632 

（森吉地区）森吉支所産業建設課�72-3113 

（合川地区）合川支所産業建設課�78-2115 

（阿仁地区）阿仁支所産業建設課�82-2114

合併処理浄化槽を設置しませんか合併処理浄化槽を設置しませんか

　対象地域は、公共下水道事業、農業集落排水事

業による整備地域を除いた地域と、整備地域であ

っても当分の間整備が見込めない地域です。ただ

し、下水道事業がその地域で実施された場合、速

やかに加入することを条件とします。 

・鷹巣地区　 

　５人槽（延床面積160㎡以下） 363,000円 

　７人槽（　　〃　　160㎡超） 441,000円 

　10人槽（二世帯住宅） 576,000円 

・森吉地区　　 

　５人槽（延床面積160㎡以下） 423,000円 

　７人槽（　　〃　　160㎡超） 514,000円 

　10人槽（二世帯住宅） 672,000円 

・合川地区　　 

　５人槽（延床面積160㎡以下） 496,000円 

　７人槽（　　〃　　160㎡超） 696,000円 

　10人槽（二世帯住宅） 1,072,000円 

※浄化槽の大きさ（人槽）は、家屋の延床面積によって決まります。 

※旧町の補助金額を継続しています。 

※個別処理方式のイメージ図 
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今年度は「実行の年」
平成１９年度がスタート、年度はじめの職員訓示
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今
年
は
実
行
の
年 

　
市
長
訓
示
で
は
、
は
じ
め
に
「
１
年
目
は

合
併
ゼ
ロ
年
、
２
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取
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岸部市長から異動になった職員に辞令が交付

されました 

公 民 館 

文化会館 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【４月のロビー展】さくら会 

４・20（金）北秋田市身体障害者協会鷹巣支部総会 

  10:30～14:00 

　　23（月）鷹巣グラウンド・ゴルフ協会総会 13:00～17:00 

 北秋田地区更生保護女性会総会 13:00～16:00 

　　26（木）北秋田市老人クラブ連合会鷹巣支部総会 

　　　　   10:00～14:00 

　　27（金）鷹巣地区婦人学級連絡協議会総会 18:30～21:00 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】布ぞうり講座（～24日） 

　　　　　　刺し子講座　（25日～） 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９ 

【サロン展】チクチクキルトサークル（～30日） 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

【ロビー展】北秋田市美術展参加作品展（～30日） 

４・20（金）ミニテニス教室 9:30～11:30 

　　 

 

４・21（土）おはなしでてこい 14:00～ 

　　22（日）映画「どろろ」 ①11:00～　②14:00～ 

　　　　　　大　　人　1,300円（当日1,500円） 

　　　　　　学生高校　1,000円（当日1,200円） 

　　　　　　小中学生　　800円（当日1,000円） 

　　　　　　シ ニ ア(60歳以上)　1,000円均一 

　　23（月）映画「魂萌え！（たまもえ）」 

　　　　　　①14:30～　②18:40～ 

　　　　　　金額は前日に同じ 

　　28（土）七音会音楽教室第44回発表会 14:00～ 

　　29（日）小林ピアノ教室 13:00～ 

　　　　 

 

４・21（土）・22（日）大館北秋田中学校春季総合体

　　　　　　育大会バスケットボール競技 鷹巣体育館 

　　30（月）全県選抜高校柔道大会 

  森吉総合スポーツセンター 

５・３（木）～５（土）第21回女子中学生バレーボー 

 ル東北親善鷹巣大会　     　 鷹巣体育館 

　　６（日）第51回高松宮杯北秋田予選（野球） 

  中央公園野球場 

スポーツ 

お知らせ 

　日頃の運動不足、ストレス解消にいかがですか？　

　参加は無料です。 

・バレーボール教室　毎週月曜日　13：00～16：00 

・ユニカール教室、卓球教室　毎週木曜日　９：00～12：00 

◎お問い合わせ　 

　　　森吉総合スポーツセンター　 �６０－５５６６ 

 

日　時　４月27日（金）　10：00～12：30  

　　　　受付　９：30～ 

場　所　鷹巣中央公園内（約４Ｋｍ） 

　　　　集合場所（鷹巣中央公園内運動公園） 

持　参　おにぎり・飲み物・雨具等 

　　　　（みそ汁のサービスあります） 

申し込み　４月20日（金） 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　北秋田市保健センター �６２－６６６６ 

さくらウォーキング参加者募集

むし歯のない子（３歳児健診）
鷹巣会場 
３月13日 

〜これからも歯はたいせつに〜
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老若男女みんなのスポーツ教室

５・11（金）～13（日）第51回県北地区高校総合体育

　　　　　　大会バドミントン競技　 　　鷹巣体育館 

Information　お知らせ 

平成20年春季開催 

 第59回 全国植樹祭 
テーマ「手をつなごう�森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「北欧の杜公園」 

平成19年開催 君のハートよ位置につけ 

北秋田市は、バレーボール、フェンシング 

山岳、アーチェリーの会場です 植樹祭シンボルマーク 

森
っ
ち 
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市民プール　５月の教室
スキンダイビング教室 ビギナースイム教室 水中健康教室 上級水泳教室 

内　　容 

マスク・フィン・シュノー
ケルを使ってスキンダイビ
ングを体験します。 
ボンベは使用しません。 

泳げない方や初心者を
対象に水泳(クロール)
を教えます。目標は
25ｍの完泳です。 

水中で気持ちよく全身
を動かし軽い体操や水
中で歩行等をします。
（泳ぎません） 

一緒に練習して大会出場
を目指しましょう。 

日　　程 １・８・22・29日 ４・11・18・25日 ４・８・15・18・22・25日 ３・４・７・14・17・21・24・28日 

時　　間 15：00～16：00 14：00～15：00 

対　　象 一般男女 一般男女（泳げない方・初心者） 一般男女 一般男女（４泳法できる方） 

定　　員 ５名 10名 20名 ５名 

参 加  料 １回 １,０００円 １回 １,０００円 １回 １,５００円 １回 ２,０００円 

受付期間 ４月15日から受付を開始します。定員になるまで随時受け付けます。 

申込方法 電話での申込は受け付けません。プール受付に備え付けてある申込用紙に記入。 

持　　参 水着、水泳帽、ゴーグル、バスタ
オル（マスク等は貸し出します） 

水着、水泳帽、ゴーグ

ル、バスタオル 

水着、水泳帽、ゴーグ

ル、バスタオル 
水着、水泳帽、ゴーグル

、バスタオル 

備　　考 講習料は申込みと同時に徴収します。講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券も使えます） 

◎お問い合わせ　�６２－５００１ 

15：00～16：00 18：00～19：00 

お知らせ 

　「守り育む里山里海体験事業補助金」は、水と緑の

環境を守る活動を行なう団体を応援する補助金です。 

対象団体　森林、植樹、環境美化、自然観察等を行な

　うボランティア団体、森林組合、漁業協働組合、土

　地改良区、ＪＡなど保全活動を自主的に行なう団体 

対象活動　里山では、植樹、苗木づくり、枝打ち、間

　伐、かんじきウォーク、里山の食文化体験　　　　

　など。里海では、クリーンアップ、稚魚の飼育・放

　流、魚とり、カヌー教室、里海の食文化体験など 

募集期間　４月13日（金）～５月31日（木） 

補 助 率　補助金額は対象経費の総額の１／２以内と

　　　　　し、１０万円を上限とします 

事業期間　６月15日から平成20年１月31日の間に実

　　　　　施される事業 

そ の 他　ほかの県補助事業や国の補助事業対象とな

　　　　　っている事業は応募できません 

◎お問い合わせ　 

　北秋田地域振興局森づくり推進課 �６２－１４４５ 

平成19年４月１日から

児童手当制度が拡充されました

　子育て世帯等の経済的負担の軽減を図るため、３

歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を、

第１子及び第２子について倍増し、出生順位にかか

わらず一律月１万円となりました。 

　なお、３歳以上の児童の児童手当の額、支給対象

年齢及び所得制限限度額は、現行どおりです。 

【支給月額】 

　３歳未満　一律１０,０００円(４月分から) 

　３歳以上　第１子、第２子　５,０００円 

　　　　　　第３子以降　１０,０００円 

【支払時期】　原則毎年２、６、10月に前月分までを支給 

※今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う

　必要はありません。 

※３歳到達後の翌月からは、第１子及び第２子の手

　当額は５，０００円となります。 

◎お問い合わせ(公務員の方は勤務先となります) 

　　　福祉事務所福祉課　　　　　�６２－１１１３ 

お知らせ 

　県では、町内会、ＰＴＡ、老人クラブなどが行なう

自主的な防犯・防災活動に必要な活動経費を助成します。

防犯パトロール、防犯・防災教室、防犯マップの作成

などが助成の対象となります。 

限度額　10万円を上限　申し込み　５月11日消印有効 

◎お問い合わせ　県安全・安心まちづくり課 

　　　　　　　　　 �０１８－８６０－１５２２～３ 

防犯・防災活動に助成します水と緑の環境を守る活動行なう団体に助成します

クリーンアップ　４月22日（日）
　　　　　　　　　　早朝１時間
　実施時間は地区によって異なる場合がありますの

で、事前に地区の自治会長などにご確認ください。 

◎お問い合わせ　生活環境課　�６２－１１１０ 

　　　　　　　　または各支所市民福祉課 

 

金婚・ダイヤモンド婚をお祝いします
　結婚５０年と結婚６０年の節目の日を迎えられる

ご夫婦に、市からお祝い書状をさしあげます。この

お祝いは、これまで敬老式で行っていましたが、今

年度から、それぞれの金婚・ダイヤモンド婚の応答

日によってお祝いします。 

対象者　結婚（入籍日）から５０年目または６０年

　　　　目の記念日を迎えられる方で、その日まで

　　　　に北秋田市に１年以上継続して住民登録等

　　　　をされていた方 

手続き　お祝い申込書兼戸籍簿確認同意書に記入し

　　　　申請ください。 

（用紙は下記申込窓口に有ります。北秋田市以外に

戸籍のある方は、戸籍謄本等を添付してください） 

受　付　記念日の３０日前から受付します。 

昭和３２年１月１日から昭和３３年３月３１日まで

に入籍されたご夫婦（金婚）及び昭和２２年１月１

日から昭和２３年３月３１日までに入籍されたご夫

婦（ダイヤモンド婚）が今年度のお祝い対象者に 

なりますので申請ください。 

お祝い　申請のあった方 

　　　　について確認し、 

　　　　原則として１５ 

　　　　日以内にお祝い 

　　　　書状をさしあげ 

　　　　ます。 

◎申し込み・お問い合わせ 

　福祉事務所高齢者支援課 　�６２－１１１２　 

　または各支所市民福祉課 

お知らせ 

秋田育英奨学生 

募集人員　国公立大学105名　　 私立大学136名 

貸与月額　国公立大学43,000円　私立大学54,000円 

すこやか奨学生 

募集人員　250名 

貸与月額　60,000円、50,000円、40,000円、30,000円 

　　　　　のなかから希望する金額を選択 

申込期限　４月26日（木）必着 

◎申し込み・お問い合わせ　秋田県育英会事務局　 

　　　育英奨学生係　　　　  �０１８－８６０－３５５２ 

お知らせ 

・ボランティア資金 

　「県外の先進地の活動を調査・研究したい」「活動

に必要な器材を購入したい」などボランティア・市民

活動を行ないやすくするために必要な経費の一部を助

成します。 

　限度額は調査研究事業、器材整備事業とも１団体に

つき２０万円です。(但し、器材整備事業はH17・18年

度に助成を受けた団体は対象外) 

・元気なふるさと秋田づくり活動支援事業(元気あきた資金) 

　「地域に根ざした新たなイベントを立ち上げたり、

既存のイベントをパワーアップしたい」「地域のあり

方を考えるための学習会等を開きたい」など地域が元

気になる活動等に対して補助金を交付します。 

　限度額はイベント等開催支援が１グループにつき１

００万円、講演会・学習会等開催支援が１グループに

つき２０万円までです。 

受付期限　５月10日（木）まで 

◎お問い合わせ 

　　　北秋田地域振興局　　　　　　  �６２－１２５１ 

ボランティア資金及び元気あきた資金前期募集

労働保険の年度更新手続　５月21日まで
　労働保険(労災保険・雇用保険)の保険料は、事業主

が年度当初に概算で申告・納付し、翌年度の当初に

確定申告の上精算することとなっています。 

　電子申請も利用できます。 

　厚生労働省ホームページ　http://www.mhlw.go.jp 

◎お問い合わせ　秋田労働局 �０１８－８８３－４２６７ 

秋田育英奨学生・すこやか奨学生募集

４月から生活環境課の窓口が２階に移動となりました
　今まで１階で行なっていた①ごみの搬入や相談②犬

の登録③市営墓地使用手続き④交通災害共済加入手続

き⑤車の仮ナンバー登録⑥防犯街灯の手続き⑦犯罪被

害者支援(４月から新たに施行）等の窓口業務が２階

となります。電話番号は�６２－１１１０となります。 

 

　鷹巣北幼稚園と鷹巣西幼稚園が統合となり、たかの

す幼稚園となりました。場所は以前の西幼稚園で電話

番号は�６２－２６１３となります。 

市役所の一部の組織が統合となりました
①総務課と職員課を統合し「総務課」となります。 

②税務課と収納課を統合し「税務課」となります。 

③商工観光課と阿仁支所観光振興課を統合し「商工

観光課」となります。 

たかのす幼稚園が開園しました
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Information　お知らせ ３月16日～31日届出分 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

小笠原　絆  

春 日 絢 葉   

堀 川 侑 樹   
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小 野 遙 斗   

三 澤 陽 向   

佐々木悠翔 
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（午後６：３０～９：００） 
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電話番号 

62－1146 

63－2700 

78－3338 

78－3161 

62－1420 

82－2351 

62－2882 

62－1400 

62－1267 

63－0105 

62－1155 

62－1455 

62－2261 

62－1101 

72－4501 

医 療 機 関 名  

奈 良 医 院  

たむら内科クリニック 

疋 田 外 科内科医院  

国民健康保険合川診療所 

佐藤外科消化器科医院 

阿 仁 病 院  

藤 原 医 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

と し ま 医 院  

佐々木産婦人科医院 

近 藤 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

津 谷 内 科  

盛 岡 外 科 医 院  

公立米内沢総合病院 
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おくやみ申し上げます 
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長 崎 　 藏   

畠山金一郎  

長谷川幸子  

成 田 辰 郎   

櫻 庭 　 學   
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山口清二郎  
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成田酉之助  
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七日市本郷 

今 泉  

東横町  

下家下  
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舟見町  

高森岱  

七日市本郷 

材木町  

材木町  
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高村岱  
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人口と世帯数 ３月31日現在 住民基本台帳による 

　総人口　39,602人（270人減） 

　　男　　18,706人（137人減） 

　　女　　20,896人（133人減） 

　 出生 　13人　転入　108人 

　 死亡 　56人　転出　335人 

　世帯数  14, 788世帯（44世帯減） 

前月比 
 

お知らせ お知らせ 

　４月２日から、平成19年固定資産税の土地、家屋価

格等縦覧帳簿の縦覧をしています。 

期　間　４月２日～５月31日（土、日祝祭日を除く） 

時　間　８：30～17：15 

場　所　市役所本庁税務課、各支所企画総務課 

対　象　市内に所在する土地、家屋を有する固定資産

　　　　税の納税義務者及び納税管理人、又はその代

　　　　理人 

持　参　印鑑又は本人と確認できるもの 

　　　　（納税通知書、運転免許証など） 

　　　　代理人の場合は委任状 

◎お問い合わせ　税務課資産税担当�６２－１１１６ 

　　　　　　　　　　又は各支所企画総務課 

 

　このたび、森吉地区の就業相談員の事務所を移転す

ることとなりましたのでお知らせします。 

　今後は、下記新事務所までご連絡いただきますよう

お願い申し上げます。 

・旧事務所　コンベンションホール　四季美館 

 

・新事務所　阿仁前田駅事務所内　　  �７５－２８８０ 

　もしくは、北秋田地域シルバー人材センター事務局 

　　　　　　　　　　　　　　　　　  �６２－５１５１ 

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧ができます

　県では、「子育て支援と教育の充実を推進する将来

ビジョン案」についての意見交換会を開催します。将

来を担う子どもたちを支える仕組みについて、一緒に

考えてみませんか？ 

日　時　５月９日（水）　13：30～15：30 

場　所　北秋田市交流センター 

参加費　無料、事前申し込みが必要（託児有り） 

申込期限　５月２日（水） 

◎申し込み・お問い合わせ　 

　　　秋田県知事公室総務課  �０１８－８６０－１０５７ 

知事と語ろう「秋田の子育て・教育」フォーラム

千 葉 　 久   

本 城 谷 理 香  

ひさし 

り  か    

 

　さん 

　さん 

岩 脇   

小 摩 当  

お二人の前途を 
　　　　祝福します 

（ 
三 浦 雅 善  

　 橋 知 佳  

ま さ よ し   

ち    か  　 

　さん 

　さん 

三 木 田   

旭 町   （ 
庄 司 千 春  

武 田 恵 子  

ち は る   

さ と こ   

 

　さん 

　さん 

西 上 綱  

大 館 市  （ 
佐 藤 善 文  

智 田 陽 子  

　さん 

　さん 

川 井   

能 代 市  （ 
よ し ふ み   

よ う こ   

 

栗 原 清 斗   

三 浦 咲 希 子  

　さん 

　さん 

長 野 岱   

日 栄   （ 
き よ と   

さ き こ   

  

 

市営住宅入居者募 集

①南鷹巣団地・・・鷹巣字平崎上岱13-2 

　簡易２階建　２ＤＫ　浴槽・釜なし　 

　月額１２，７００円～２１，１００円 

②松ヶ丘団地・・・川井字松石殿1-254 

　木造平屋　３ＬＤＫ　 

　月額１４，９００円～２４，７００円 

※家賃は入居世帯の人員、所得等により変動します 

敷　　金　家賃の３ヵ月分 

入居資格 

・収入基準を満たすこと 

・住宅に困窮していることが明らかなこと・公租公課

　を滞納していないこと 

・その他、窓口にて簡単な調査があります 

募集期間　４月16日（月）～25日（水） 

　　　　　※土日は除く 

◎申し込み・お問い合わせ 

　①の住宅　都市計画課　　　　　 �６２－６６４１ 

　②の住宅　合川支所産業建設課　 �７８－２１１５ 

シルバー人材センターからのお知らせ

↓
 

市長交際費を公表します（種別、金額、件数） 

慶 弔 費  

会 　 費  

そ の 他  

合 　 計  

５７，０８０ 

４６，５６０ 

３０，０００ 

１３３，６４０ 

７ 

７ 

１ 

１５ 

支出種別 支出金額 件数 

18年11月分 

慶 弔 費  

会 　 費  

そ の 他  

合 　 計  

３８，５００ 

４３，１１６ 

３７，２９６ 

１１８，９１２ 

５ 

１１ 

５ 

２１ 

支出種別 支出金額 件数 

18年12月分 

慶 弔 費  

会 　 費  

そ の 他  

合 　 計  

９０，９４０ 

１５２，７００ 

１５，０００ 

２５８，６４０ 

１０ 

２４ 

１ 

３５ 

支出種別 支出金額 件数 

19年１月分 

慶 弔 費  

会 　 費  

そ の 他  

合 　 計  

３８，８６０ 

１３７，６８０ 

５３，５００ 

２３０，０４０ 

５ 

１３ 

２ 

２０ 

支出種別 支出金額 件数 

19年２月分 

慶 弔 費  

会 　 費  

そ の 他  

合 　 計  

１４３，５００ 

９９，３２８ 

３０，８００ 

２７３，６２８ 

９ 

２０ 

２ 

３１ 

支出種別 支出金額 件数 

19年３月分 



５月３日(木)

鷹巣中央公園　　　祭り鷹巣中央公園　　　祭り鷹巣中央公園　　　祭り
第56回

●期間中のイベント
４月２１日（土）正午　河田カツ子ショー

　　２２日（日）正午　スプリングフォー

　　２８日（土）正午　桜を観る会、

　　　　　　　　　　 金沢恵美子ショー

　　２９日（土）正午　岩谷キミ子ショー

　　３０日（月）　　　バンド演奏

４月21日〜30日４月21日〜30日４月21日〜30日
期間中ライトアップ

ゴミゴミはお持ち帰りくださいはお持ち帰りください ゴミゴミはお持ち帰りくださいはお持ち帰りください 

　森吉山山開き　森吉山山開き　森吉山山開き
平成19年度平成19年度

５月３日(木)

秋田内陸線ニュース

臨時列車「カタクリ号」「さくら号」
の運行及び「急行もりよし号」

「急行もりよし号八津駅臨時停車」 

　　運行期間　４月14日（土）～30日（月） 

「カタクリ号」 

　　運行期間　４月14日（土）～15日（日） 

ＪＲ直通「弘前お城とさくら号」 

　　運行期間　４月21日（土）～５月５日（土） 

ＪＲ直通「角館武家屋敷とさくら号」 

　　運行期間　４月22日（日）～５月６日（日） 

「阿仁の河川公園さくら号」 

　　運 行 日　５月６日（土） 

※土日祝日は１日乗り放題のホリデーきっぷが便利

です。 

　お問い合わせ　秋田内陸縦貫鉄道   �８２－３２３１ 

集合時間・場所　８時30分にこめつが山荘・駐車場 

申し込み　４月25日（月）まで 

注意事項　雨天中止（小雨決行）、各自昼食・飲物 

　　　　　持参、タバコの吸殻・ゴミの持ち帰り厳 

　　　　　守、採取・伐採厳禁、事故・けが等は応 

　　　　　急処置以外は自己責任 

■申し込み・お問い合わせ 

　　　森吉支所産業建設課　�７２－３１１２ 
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